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2006年度 JIPA特許第１委員会研究成果2006年度 JIPA特許第１委員会研究成果

知財管理誌７月号掲載

機械、電機、化学業界別にアンケートを実施

研究開発テーマ選定 発明着想 特許出願 権利取得

技術課題の発掘や
戦略的な出願領域の設定

「上流プロセス」から、能動的に
関与すべき！！

発明
ブラッシュアップ

出願
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富士通の概要富士通の概要

（２００６年３月現在; 1ドル = 118円）

本 社 : 東京

代表取締役社長 : 黒川 博昭

設 立 : １９３５年６月

売 上 : ４兆７，９１４億円 (US$40.6 billion)

当期利益 : ６８５億円 (US$580 million)

研究開発費 : ２，４１５億円 (US$2 billion)

従業員 : 全世界で１５８，０００人

主な事業領域 : テクノロジーソリューション

ユビキタスプロダクトソリューション

デバイスソリューション

製造拠点 :日本、アジア、ヨーロッパ、北米
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富士通の製品・サービス富士通の製品・サービス

LSILSI

携帯電話携帯電話

通信インフラ通信インフラ

パソコンパソコン
情報情報機器機器

プラットフォーム

ｻｰﾊﾞ/ﾊﾟｿｺﾝ/HDD/基
幹通信等

電子デバイス

ロジックIC等

サーバサーバ

ソフトウェア、サービス

システム構築 （SI）
各種ソフトウェア



Copyright 2007 FUJITSU LIMITED4INTERNAL USE ONLYINTERNAL USE ONLY

富士通の四位一体戦略富士通の四位一体戦略

知的財産戦略

スタンダード戦略
研究開発戦略

事業戦略
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研究開発過程での知財戦略の織り込み研究開発過程での知財戦略の織り込み

ロードマップ

事業戦略

研究開発
テーマ設定

テーマ
評価

技術動向調査

分析マップ

研究開発
活動

進捗
レビュ

特許状況

技術
移管

特許評価

富士通
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ

事業戦略

富士通
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ

富士通
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ

自主研究
のアイデア

【三位一体の具体化】

研究委託

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ戦略

知財戦略ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ戦略

知財戦略

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ戦略

知財戦略

パートナー
との連携

パートナー

技術営業
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技術動向調査による知財戦略立案技術動向調査による知財戦略立案

（１）自他の特許ポジションの調査・分析
事業の実現可能性、優位性/弱点の把握

（２）知財戦略の立案
＜攻め＞

自社の技術開発の方向性・特許取得計画、他社との

共同開発等の連携可能性の検討

＜守り＞

他社有力・要注意特許の侵害回避のための早期対応

（特許リスクの早期把握・管理）

事業シナリオ、ロードマップ、市場環境・標準化動向等と
の重ね合わせが重要
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技術動向調査の方法技術動向調査の方法

調査テーマの策定

対象特許の抽出

スクリーニング

分 析

考察・戦略立案

検索ツール（Pasnet）

*富士通研究所がテキストマイニング技術を
応用し、開発した技術情報分析支援ツール。
特許・キーワード間の関連性をマップや
グラフとして可視化するなど、検索・分析作業
の効率化を実現。

分析ツール*（ATMS/Anayzer)
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知財情報分析例（１） ATMS/Analyzer知財情報分析例（１）知財情報分析例（１） ATMS/AnalyzerATMS/Analyzer

1990年代後半から、「2足歩
行ロボット」「ペットロボット」
「人型ロボット」などが増加

1990年代後半から、「2足歩
行ロボット」「ペットロボット」
「人型ロボット」などが増加

「走行ロボット」は
減少傾向

「走行ロボット」は
減少傾向

「移動ロボット」は
古くから出願あり

「移動ロボット」は
古くから出願あり

出願年×キーワード分析
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多観点分類（出願年×課題×出願人）多観点分類（出願年多観点分類（出願年××課題課題××出願人）出願人）

Ｉ社は、歩行ロボットの基本的な
特許を90年代前半に出願

Ｉ社は、歩行ロボットの基本的な
特許を90年代前半に出願

Ｘ大学（当時）の研究
者がＩ社に対抗して歩
行技術を開発

Ｘ大学（当時）の研究
者がＩ社に対抗して歩
行技術を開発

U社も参入
（博覧会に展示）

U社も参入
（博覧会に展示）

Ｔ社は、ロボットが家庭に普及
するための課題を解決

Ｔ社は、ロボットが家庭に普及
するための課題を解決

知財情報分析例（２） ATMS/Analyzer知財情報分析例（２）知財情報分析例（２） ATMS/AnalyzerATMS/Analyzer
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特許ポートフォリオ構築のための組織特許ポートフォリオ構築のための組織

法務・知的財産権本部
特許部

各ビジネスユニット

知財関連部門

先行技術調査会社

出願依頼

個別発明先行技術
出願動向調査

知財情報分析支援

出願
各国特許庁

発明抽出・
ブラッシュアップ支援

事業部門

発明者

特許ポートフォリオ策定

知財戦略責任者
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スタンダード戦略（１）スタンダード戦略（１）

依頼内容充実・

依頼速度加速

発明部門（研究所）

管理部門

特許部
出願

三位一体
活動

標準必須特許取得

寄書と出願と
のリンキング

出願内容を踏まえた上
での寄書提出
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スタンダード戦略（２）スタンダード戦略（２）

海外研究所との連携

ＦＬＡＦＬＡ

ＦＬＥＦＬＥ

Fujitsu Laboratories Ltd.Fujitsu Laboratories Ltd.

ＦＭＣＩＦＭＣＩ

特許部特許部
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まとめ

富士通の知財活動

スタンダード（標準）戦略を加えた四位一体

研究開発過程の要所に関与

研究テーマ設定での技術動向調査支援
-分析ツールを活用した効率的な作業-

事業戦略への知財戦略の織り込み
-知財戦略責任者を核とした特許ポートフォリオの構築-

寄書（提案書）提出及び海外拠点との連携
に基づいた標準関連特許出願
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第一歩は、まず、どうしたか？どうしたら良いか？

事業、研究開発へ知財戦略を「織り込む」ことが重要と考える。
当社の場合は以下の具体策にて実施。
１．ビジネスユニットに、知財戦略の責任者を設け、知財戦略

を織り込んだビジネスの推進を目指す。
２．研究開発活動の要所では知財の検討を要件として義務

付ける。

事業

知財 研究開発

織り込み

織り込み

知財は独立した戦略ではない
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（その第一歩を行う上で）カギは何か？（その第一歩を行う上で）カギは何か？

知財貢献の見える化

事業、研究開発への知財戦略織り込みのためには、実体的な事
業、研究開発への貢献を明示することが求められる。（具体的な
損失による必要性も根拠となる）

効率的なツールの提供と活用

知財戦略推進には知財情報の分析が有効。

しかし、手間がかかっては進まない。

負担にならず、効果が得られる支援が不可欠。
例えば、効率的なツールを提供し、活用させることが有効である。
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